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カワセミ（大海 粘） 

キセキレイ（本橋紳浩） 

高麗川の野鳥 
藤掛保司（川越市） 

身近な清流で野鳥を観察できる、坂戸市・高麗川をご紹介します。埼玉県支部では、年3回、 

3月・6月・9月の休日に探鳥会を開催しています。当支部の探鳥会は公共交通機関利用が原

則ですので、東武東上線坂戸駅乗り換え、東武越生線川角駅前に午前9時に集合です。JI膚駅

前から高麗川沿いに向かい、多和目橋・天神橋・城山橋と渡っての、片道約3kmのコースです。 

J2年助行事報告から 

1994年から12年間分の行事報告を、支部

報『しらこばと』からまとめてみました。 

探鳥会での観雑数12年間の平均は、3月 

39種、 6月 32種、 9月 29種でした。 

12年間33回の探鳥会で、100％の出現鳥は、 

キジバト・カワセミ・セグロセキレイ・ヒョ

ドリ・スズメ・ムクドリ・ハシブトガラスの 

7種類。 

特に感心したのは、水辺の宝石と喜ばれて

いるコバルトブルーのカワセミと、日本固有

種のセグロセキレイが毎回観察できたことで

す。これは驚きでした。 

1回のみの出現鳥は、ササゴイ・コガモ・

オカョシガモ・ミサゴ・ハヤブサ・クイナ・

オオバン・ツツドリ・ビンズイ・ミソサザイ・

トラツグミ・アカハラ・エゾビタキ・マヒワ・

コムクドリの15種類。 

特に珍しい野鳥ではありませんが、高麗川

に行くとこんな出会いがあるのかと、期待が

膨らみます。 

季加野鳥 

月  、冬鳥のツグミ・ジョウビタキ、そ

してウグイスの鳴き声は心を和ましてくれま

す。 

梅の花を観賞したり、香りを楽しんだりし

ます。足元にはオオイヌノフグリやホトケノ

ザの花も咲いています。 

月  、カイツブリ・カルガモ・キジ・バ

ン・コチドリ・イカルチドリ等の子育ての様

子が期待できます。堀久江さん（支部リーダ 

ー）がビデ二羽最影し、NHKテレビでも紹介

されました。 

そして、カッコウや・ホトトギスの声を鳴

きながらのんびりと河川敷を歩きます。 

竹の子や梅の実も観賞できます。 

月  モズの高鳴きとサシバの渡りです。 

サシバの渡りに出会えれば、飯能市・天覧山

でサシバの渡り調査グループと携帯電話で連

絡を取り合えるのも楽しみです。 

真っ赤な彼岸花も楽しめます。 



観察ポイント 

多和目橋の堰付近、天神橋の堰付近、城山

橋の歩道からと堰付近、鳥合せ場所周辺、そ

して足元に気を付けて空も見上げてくださし、 

思い出 

埼玉県支部のリーダーであった故吉田時規

氏に、「ヤマセミを見たいのなら、夜明け前に

高麗川に来てくださいよ」と言われて、初め

て見せて頂きました。 7年程前でしょうカ、 

地元の自然観察会の人達が主体となって、 

営巣場所に近づかない様にと、坂戸市役所に

お願いして看板とロープを張って、車が進入

出来ない様にして頂きました。 

ところが残念ながら、看板には「子供の遊

び場をとるのカり等の落書きをされ、ロープ

はずたずたに切られました。 

心無い人達が営巣場所の近くで、一日中バ 

ーベキューをしたり大騒ぎをしたりしていた

そうです。 

親鳥が餌を運ぶ事が出来なくなり、巣を放

棄してから以降、この周辺では姿を見る事が

出来なくなりました。 

期待 

高麗川と言えば「ヤマセミ」が目玉でした

ので、見られなくなり残念でたまりません。 

しかし、近い将来また帰って来る事に期待し

ています。 

12年間の観察会での観察種数は81種（4 

頁参照）です。内陸部であることを考えると、 

多くの鳥が観察できる良い探鳥地です。 
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No 
西暦年 94 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 12年間 

月 9 269 269 369 369 369 369 369 369 369 369 369 369 33回／% 

1 カイッブリ ,、 ．っ● っ●● .. .. ●●● ●● ●●● ●●● .. っ●● ●●● ● 31/94 

2 カ 	ワ 	ウ . e●● .. .. ●●● ● S.. S.. .. り●● ... . 27/82 

3 ゴイ サ ギ S . S . . .. . 8/24 

4 ササ ゴ イ . 1/3 

5 ダ イ サ ギ . . . . . .. ... . ... ... .. ... ... . 26/79 

6 チコウサギ . . .. . . 6/18 

7
  

コ 	サ ギ . ... ... ... ... ... . ... .. .. 24/73 

8 ア オ サ ギ . . .. S .. .. . . . . .. ● 5 ... . 21/64 

9 オ シ ド リ . .. 3/9 

10 マ ガ モ .. . . . . . . . . . S.. . ... S S 20/61 

11 カ ル ガ モ I.. ... ... ... S.. .. ... ... .. S.. ... . 32/97 

12 コ 	ガ モ . 1/3 

13 オカョシガモ . 1/3 

14 ミ 	サ 	ゴ S 1/3 

15 ト 	ビ S S S ●SS .5 .. . S 12/36 

16 オ オ タ カ . ●SS ●5● . S. ● 5 S . ●5 . . . S 20/61 

17 ハ イ タ カ . S 2/6 

18 ノ 	ス 	リ S . S . . . S 7 /21 

19 サ シ バ . S . . 4/12 

20 タ カ S F . 1/3 

21 ハャ ブサ ・ 1/3 

22 チョウゲンボウ . S . . S .. .. S 10/30 

23 コジュケイ っ Oっ っ， . ●o S I ，ウ ,,, . ... . o 21/64 

24 キ ●o ●9 .. . .. .. S. っ・ .. S 555 21/64 

25 ク 	イ 	ナ . 1/3 

26 ノぐ 	ン S.. S S S. ●S S. S . S . . 16/48 

27 オ オバ ン S 1/3 

28 コ チ ド リ S S S . .. .. .. . 11/33 

29 イカルチドリ ... ●っ S S. S. S S 5●S .. .. ... . 23/70 

30 イ ソ シ ギ . ● o 9 9 . S . S S S.. S . . . . 18/55 

31 キ ジ ノg 	l、 S ... S.. S.. S.. ●SS S. S.. .5. S. S.. ●S. . 33/100 

32 カ ッ コ ウ S . S S S S 6 /18 

33 ッ ッ ド リ . 1/3 

34 ホトトギス S . S S 4 /12 

35 ヒメアマッバメ S S S . 4/12 

36 アマッノ’メ S S S 3/9 

37 ャマセ ミ . 5 S S S S 	~ 	~ 6/18 

38 カ ワ セ ミ . 999 9争● ●.S ●5. S.. ●S .S. SSS ~●● .55 S.. S 33/100 

39 ア カ ゲ ラ S S ~ 2/6 

40 アオ ゲラ S S ~ S S 4/12 

41 コ 	ゲ 	ラ S S.. .5. .5. S. S S S S. ~●● S.. .5. S 26/79 

42 ヒ 	ノく 	リ S S. .5 S ~ 5● S 9/27 

43 ッ 	ノく 	メ . S. S .5 .5 S.. S S. S. I . 5SS S 21/64 

44 コシアカッバメ S. ~ 	~ 2/6 

45 イワッノ可メ S S S S .5 S S 	I . 	I . S 11/33 

46 キセキレイ 5.5 S.. S . S.. .5. S ●5 I... I. . 5 .5. S 27/82 

47 ハクセキレイ S S.. ●SS S.. S. ●●・ .5 S.. I... I.. 55. .5. S 32/97 

48 セグロセキレイ S S.. ●SS S.. S.. S.. .5 S.. I... I.. .5. S.. S 33/100 

49 ビン ズイ . ~ 	~ 1/3 

50 タ ヒ バ リ ~
 
I
S
 

 
S 2/6 

51 ヒ ョ 	ド リ S S.. .5. S.. S.. S.. .. .の. I... I.. 9●e S.. S 33/100 

52 モ 	ズ S ●●・ .5. S.. S . S . 5 ... I... I.. S . S.. S 29/88 

53 ミソサザイ ~ ● 1/3 
54 ジョウビタキ ● ● ● ● 

● ~● 	~●● ● ● ● 11/33 

55 ノ ビ タ キ ~ 	● ● 2/6 

d
→
 



56 トラッグミ ● 1/3 

57 ア カ ノ、ラ ● 1/3 

58 シ ロ ノ、ラ ' . 2/6 

59 ッ 	グ 	ミ ● S S . S S S ) S S S S 12／開 

60 ウ グ イ ス S. .5 S. .5 ●5 S. S. .5 . S. S. S 22/67 

61 オオョシキリ o S S S S S S S S 9/27 

62 セ 	ッ 	カ S S S S S 5/15 

63 エゾビタキ () 1/3 

64 エ ナ ガ S S S S ●9 S S S 9/27 

65 ャマガ ラ S S S 3/9 

66 シジュウカラ S S. .5. .5. S.. S.. S. S.. S.. S. S.. S.. S 32/97 

67 メ 	ジ 	ロ S S. S S. S . S. S . S . S S S . S 19/58 

68 ホ オ ジ ロ S S.. ●5 ●S. .5. S.. S. .5. S.. S. S.. S.. S 32/97 

69 カシラダカ S S S S S S S S 8 /24 

70 ア オ 	ジ S S S S S S . S S S S S 12/36 

71 カワラヒワ っ S.. .5. .5 S.. S.. S. ... S.. S. S.. S. S 31/94 

72 マ 	ヒ 	ワ S 1/3 

73 べニマシコ S S 2 / 6 

74 イ 	カ 	ル S S . S . S S S S S . S 12/36 

75 シ 	メ S S S S S S S S S S S ・ 12/36 

76 ス ズ メ S .5. .5. .5. .5. S.. S. .5. S.. S. S.. .5. S 33/100 

77 コムクドリ S 1/3 

侶 ム ク ド リ S 55. .5. .5. .5. .5. ●● .5. .5. .5 .5. .5. S 33/100 

78 カ 	ケ 	ス S . 5 S 5 . ・ . 8 /24 

79 オ ナ ガ .5 5.. . 5 5●● S S. S. .5. S S.. S.. o 26/79 

80 ハシボソガラス S S.. .5. ●S. .5. 5.5 S S.. .5. 5. .5. S.. S 32/97 

81 ハシプトガラス S 5.. S.. .5. S.. .5. ., S.. S.. S. S.. .5. S 33/100 

ツグミの大きさについての個人的お粗末 

蟹瀬武男（さいたま市） 

今年3月 hi 日（土）、さいたま市桜区昭和の

通称大久保農耕地A区で撮影したツグミの写

真です。左手前が普通の大きさで、他にも周

辺に2-3羽いました。右奥がやたら大きく

見える問題の個体です。 

図鑑などをあらためて見直しても、ツグミ

の全長は 24cmとしか書かれていません。手前

の個体が 24cmなら、奥の個体は 30cm以上に

なるのでしょうカ、 これはどういうことでし

ょう。思い悩んで山科鳥類研究所にメールし

てみたら、標識研究室の茂田良光さんから、 

次のような返事がありました。 

「（前略）確かにかなり大きな個体に見えます

が、ツグミは雄・成烏、雄・幼鳥、雌・成鳥、 

雌・幼鳥の順にサイズが小さくなります。写

真の大きなサイズの個体は、羽色、大雨覆か

ら雄・成鳥です。隣の小さな個体は、羽色、 

大雨覆から雌・幼鳥に見えます。サイズには

個体差があり、特に大きな雄・成鳥と特に小

さな雌・幼鳥が並んだらこのくらいに見える 

と思います。通常の個体差の範囲内でいいと

思います。バンディングしていて、ツグミの

大きな個体で、足環を普通ツグミに付ける 4 
番サイズより、5 番サイズを付けた方がいい

個体はたまにいます。（後略）」 

へええ、こんなに個体差があるのか、図鑑

にも最大値と最小値を書いておいてほしいよ

な、とぶつぶつ言いながら、ツグミの大きさ

についてさえ十分な知識がないことがあらわ

になった、個人的お粗末の一幕でした。 

要するに、図鑑の「全長」は、ひとつの目

安にすぎないということですね。 
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桶川市若宮 ◇ 3月 2日午前6時30分、自宅

ベランダ南側よりウグイスの初鳴き。昨年

より 6 日早い（立岩恒久）。 

桶川市西口公園 ◇4月15日午前 7時30分、 

ヒョドリの渡り、30羽＋が南西から北東へ 

（立岩恒久）。 

蓮田市黒浜 ◇3月8日、療養所内でアカハ

ラ1羽、シロハラ2羽、キジ子1羽。コジ

ュケイが4ケ所でけたたましく鳴いていた。 

ホオジロ1羽、カシラダカ20羽＋、ウグイ

ス 3羽＋、カケス 9羽、クロジ子1羽、キ

クイタダキ 2羽、コゲラ 2羽、ヒガラ 1羽、 

シジュウカラ20羽＋、モズ1羽、アオジ3 

羽。 3月12日、アカハラ1羽が降りていた

ところにもう1羽飛来後から来た方が体

色が濃く子と思われた。シロハラ、カシラ

ダカ、ホオジロ、アオジ、コジュケイ、ウ

グイス、ツグミ、シジュウカラ、シメ、カ

ケスなど（本多己秀）。 

蓮田市笹山 ◇4月16日、田んぼでミヤマガ

ラス30羽、アオサギ、ヒバリ、ツグミ、ツ

バメなど（本多己秀）。 

さいたま市岩槻区加倉5丁目 ◇3月 5 日～ 

3月27日、自宅脇の水路でカワセミ 2羽、 

「チーチー」と鳴きながら、追いかけあっ

たり、2羽で並んでとまったりしていたが、 

3月28日以降は確認できず。以前から1羽

いるのは知っていたが、 2羽一緒にいるの

は初めて見た。本下水になったので家庭排

水はほとんど流れ込まなくなったけれど、 

それにしても3面舗装のこんな所で魚がと

れるのだろう加栄養状態は悪くなさそう

だったが。 4月1日、ツバメ1羽（藤原寛 

ムナグ口（本多己秀） 

治）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇3月13日、 

「チュチュ、チュチュチュ」と 2連音また

は3連音の可愛い声。主を探したらミソサ

ザイだった。ここでは初めて。上空をハヤ

ブサ通過。その遥か上空をツミ？が舞って

いた。カワウ、セグロカEメ成鳥、カルガ

モ、コガモ、ヒドリガモ。村国池でマガモ

子1羽早 1羽、タヒバリ、モズ、ウグイス、 

シジュウカラ、メジロ、アオジ、ホオジロ、 

シメ、アカハラ、シロハラ、ツグミ、ジョ

ウビタキ子1羽早 2羽など。 4月8日、ヒ

レンジャク 2羽。 4月12日、ヒレンジャク 

2羽、キヅタの黒い実をたべて、時折「チ

リリリリ・・・」とか細い声で鳴いていた。 4 

月13目、ヒレンジャクは全部で4羽とのこ

とだが、自分は最大 3羽しか見つからなか

った。 4月14日、ヒレンジャク 3羽、カケ

ス1羽、アカハラ、シメ、ツバメな＆ 4 

月16日、ヒレンジャク1羽がブレーキテス

トコース南端の柳の木にいた。ツグミ、ア

カハラ、シロハラ、シメ、アオジなど。 

◇3月18日、ベニマシコ子1羽。3月26日、 

釣堀のそばのアシ原でゴイサギ幼鳥1羽。 

オオジュリン4-.--5羽、その内の1羽は頭

部がだいぶ黒っぽくなっていた。4月 2日、 

アカハラ1羽、ゴイサギ幼鳥1羽、ジョウ

ビタキ早 1羽（藤原寛治）。 

さいたま市岩槻区野孫 ◇4月14日、ケリ 2 

羽確認。今年は繁殖できるか、まだのんび

りしている様子。 4月24日にも確認（鈴木

紀雄）。 

さいたま市緑区見沼自然公園 ◇ 3月17日午

前9時15分、ツバメを見る。 3月18日午前 

11時40分にもツバメを見る（新井勇吉） 

さいたま市緑区 ◇4月 8 日、見沼田んぼで 

2羽のツバメを見る。 4月 9 日、さら数羽

のツバメが飛来（落合英二）。 

さいたま市桜区秋ケ瀬公園 ◇ 3月18日午

前8時50分、ピクニックの森でキレンジャ

ク 2羽（新部泰治）。 

さいたま市浦和区大原サッカー場付近 ◇ 3 

月31日、グランド脇の桜が満開、北風が冷

たく春まだ遠しと思わせるが、上空にツバ 

-6- 



メが1羽舞い、チョウゲンボウがホバリン

グしていた。足元にツクシが顔を出しタン

ポポが咲いて、やはり春だ（赤堀尚義）。 

さいたま市北区日進町1丁目 ◇4月4日 

-28日、林から継続してツミの鳴き声が聞

こえる。1度姿もちらりと見た。繁殖する

可能性もあるが、過去にはカラスの妨害で

失敗したことも多かったので結果がどうな

るかわからない（森本固夫）。 

さいたま市見沼区大谷環境広場 ◇4月11日、 

イカルチドリ 2羽、コチドリ2羽、タシギ 

2羽、ツグミ、カワラヒワ、ハクセキレイ

など。 4月14日、クサシギ1羽、タシギ3 

羽など（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区深作調整池 ◇4月16日、 

オオジュリン8-10羽、ジシギ類4羽、カ

ワセミ1羽、ゴイサギ、ツバメ、カイツブ

リ、コガモ、オカョシガモ、カワウなど（本

多己秀）。◇4月17日、チュウサギ2羽、 

コガモ、マガモ、ハシビロガモ、オナガガ

モなど。目の前でモズが交尾（鈴木紀雄）。 

さいたま市北区土呂1丁目 ◇4月13日午前 

7時20分頃、ヒョドリの渡り、約30羽北西

へ（藤原寛治）。 

さいたま市北区宮原町4丁目 ◇4月13日午

前7時30分頃、ヒョドリの渡り、約100羽、 

北西へ（藤原寛治）。 

戸田市道満彩湖 ◇4月14日午前10時30分、 

オオョシキリの声（江浪功）。 

上尾市泉台 ◇4月15日午前7時5分、大宮

ゴルフコースでヒョドリの渡り、30羽＋が

南西から北東へb4月18日、同所でオオル

リとコガラのさえずりを聞く。ヒョドリの

渡り、40羽＋が北東へ。 4月23日午前6時 

40分、アオジさえずる（立岩恒久）。 

上尾市中分氷川神社 ◇4月18日午前6時30 

分、センダイムシクイさえずる（立岩恒久）。 

越谷市七佐町8T目 ◇3月20日午前6時45 

分、イチョウの木にコゲラ 2羽飛んできて

とまる。 3月20日午前7時、自宅でシラコ

バトの鳴き声を聞く。南の方で鳴いていた。 

午前7時30分、自宅の庭でシジュウカラ3 

羽、梅の木にとまる。 4月1日午前6時、 

シラコバトの鳴き声を聞く（小菅靖）。 

No.265の続き（質問事項は先月号を参照） 

「県内鳥見、年問シ11バ-100 への
道」 

植平 徹さん（越谷市） 

① とにかく自然の中で見ること。珍鳥は

追いかけない。 

②と③ 季節が巡って同じ鳥が帰ってくる、 

「また会えたね」と感動して記録を意識す

るようになった。 

④ 会社人間だった自分にとって人と接する

機会が少なくなった。だから、人との繋が

りが楽しい、会えるから楽しい。 

⑤ ビギナーだった頃の心を忘れなし、先輩

の話をよく聞く。 

⑥ 夏鳥をねらって初夏の三峯、夏は谷津干

潟や三番瀬。秋は松伏記念公園、加須はな

さき公園、羽生水郷公園な＆冬はいっぱ

いあるけれども一番は渡良瀬、羽生水郷公

園、久喜の菖蒲公園は絶対にいい。 

⑥ 退職前から野鳥の本は読んでいた。仲間

もいなかったし、観察会に出るのは何とな

くおっくうでした。 

しかし、一度飛び込んでみようと参加し

ました。それが2回、 3回となるにつけ、 

人を覚え、覚えると挨拶を交わすようにな

りました。やって良かったと思います。と

にかく、人と接し、鳥を通して共通の話題

で交流することが実に楽しい。 

表紙の写真 スズメ目カササギヒタキ科

サンコウチョウ属サンコウチョウ 

小さな公園にサンコウチョウがやってきた。 

尾羽の長いオス。虫を探してあちらの枝にヒ

ラヒラ、こちらの枝にヒラヒラ。とても忙し

い。時折強めに吹く風を受けると、体が流さ

れる。こんなに小さな体で渡ってきてくれた

のだ。森の中の天使を見た心地。 

長谷川訓寿（上尾市） 
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「要予約」と記載してあるもの以外、予約申
し込みの必要はありません。初めての方も、青
い腕章をした担当者に遠慮なく声をおかけく
ださし、私たちもあなたを探していますので、 
ご心配なく。 

参加費：一般100 円、会員と中学生以下 50 
円。 持ち物：筆記用具、雨具、昼食、ゴミ
袋、持っていれば双眼鏡などの観察用具も 

（なくても大丈夫）。 解散時刻：特に記載
のない場合正午から午後1時ごろ。悪天候の
場合は中止、小雨決行です。 
できるだけ電車バスなどの公共交通機関を

使って、集合場所までお出かけください。 

羽生市・羽生水郷公園探鳥会 

期日】6月3日（土） 

集合：午前8時50分、東武伊勢崎線羽生駅改

札口、集合後バスで現地へ。または午

前9時30分水郷公園駐車場。 

交通【東武伊勢崎線春日部 8:13→久喜 8:27 

→羽生8:46着。または訳宇都宮線大

宮7:55→久喜 8】15 着で、東武伊到奇

線乗り換え。 

担当】長嶋、中里、和田、榎本（秀）、宮下、 

四分一、栗原、植平、飛田 

見どころ【木々の緑も色濃くなり、風にそよ

ぐ姿も誇らしく美しくなりました。鳥

たちは今子育てに忙しい時b そっと観

察しましょう。何か新しい発見がある

かもしれません。 

北本市・石戸宿定例探鳥会 

期日：6月4日（日） 

集合】午前9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】皿高崎線北本駅西口アイメガネ前から

北里メディカルセンター病院行きバス 

8:40発で「自然観察公園前」下車。 

担当：岡安、大坂、内藤、島田、立岩、 

永野（安）、永野（京）、山野、長谷川 

見どころ：紫色に熟した桑の実がさがる小道。 

バン、カルガモ、カイツブリの子育て。 

流れてくるカッコウの声。ホトトギス

が登場すると、「ほととぎすーー声夏をさ

だめけり」（夢太）となるのだが。 

さいたま市・民家園周辺定例探鳥会 

＜差間コース＞ 

期日】6月4日（日） 

集合】午前9時、浦和くらしの博物館民家園

駐車場、念仏橋バス停前。 

交通】JR浦和駅西口バス1番乗り場から、浦

和美園駅経由埼玉スタジアム行き 

8:31発で、「念仏橋」下車。 

後援】浦和くらしの博物館民家園 

担当】手塚、伊藤（芳）、工藤、倉林、若林、 

新井（勇）、赤堀、藤田（敏） 

見どころ：緑が美しい季節、夏の主役たちが

勢ぞろい。オオョシキリ、カッコウの

声を聞きながら入梅前のひと時を楽し

んでください。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日】6月11日（日） 

集合】午前9時30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居8:49 

発に乗車。 

担当：榎本（秀）、中里、和田、森本、大洋、 

倉崎、高橋（ふ）、藤田（裕）、栗原、飛

田、新井（巌） 

見どころ】梅雨の晴れ間の青空を、ツバメが

ついっと飛び、揚げヒバリが朗らかに

舞い上がります。オオョシキリの大合

唱、カッコウの声。これがこの季節の

大麻生です。 

日

合

期
集
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『しらこばと』 袋づめの会 

とき】6月17日（土）午後 3時～4時ころ 

会場：支部事務局108 号室（周辺が少し変わ

りました。浦和駅西口から県庁通りを

進み、三菱UFJ信託銀行角を左折、高

層ビル角の信号を直進、次の三つ又の

真ん中の道を進んで、右側です。） 

さいたま市‘三室地区定例探鳥会 

期日】6月18日（日） 

集合】午前8時15 分、京浜東北線北浦和駅東 

ロ、集合後バスで現地へb または午前 

9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、福井、倉林、渡辺（周）、若林、 

小菅、赤堀、新部、青木、増田、宇野

沢 

見どころ；芝川の工事は上新宿橋から大道東

橋を越えて、大道橋に進み、カワセミ

のいる淵も、バンの住むアシ原も無く

なってしまいました。環境に配慮した 

(?）土の土手、ヘドロの除去等が、たく

ましい自然を回復してくれることを期

待しています。三室の自然や鳥たちの

変化ウォッチングに、毎回お出かけく

ださい。 

坂戸市・高麗川探鳥会 

期日】6月18日（日） 

集合】午前9時、東武越生線川角駅前。 

交通】東武東上線川越8】13→坂戸で越生線乗

り換え 8:42発。または寄居7:53→小

川町乗り継ぎ、坂戸で越生線乗り換え。 

皿川越線大宮 7:35→川越で東武東上

線乗り換え。 

担当】藤掛、高草木、青山、久保田、志村、 

増尾、佐藤（荘）、池永、杉原、林、原、 

藤津、持丸、高橋（優）、山田（義） 

見どころ】梅が実る梅雨どきは、子連れの鳥

たちが見られるころ，今年はキジの子

連れが見たいですね。緑濃くなった川

辺ではオオョシキリの賑やかなお出

迎えもありますよ。 

平成18年度支部総会のご案内 

日時】6月25 日（日） 

午後 1時 受付開始 

午後1時30分～2時30分 記念講演

午後2時30 分～4時30分 総会 

会場：さいたま市浦和区高砂 3-14 埼玉会

館3階3C会議室（浦和駅西口から県

庁通り徒歩6分右側。建物に向って左

下の入口からお入りください。） 

記念講演：原元奈津子（本部総務室長）「野鳥

の会本部事務局の話あれこれ」 

総会議題】平成17年度事業報告と決算報告、 

平成 18 年度事業計画と予算案、平成 

18年度役員の選出。 

支部会員であればどなたでも参加できます。 

前年度の支部活動を振り返り、今年度の方針

や予算を決める大切な総会です。多数の方の

ご参加をお待ちしています。 

総会終了後、支部事務局内で懇親会も予定

しています。 

夏鳥調査の注目種はサシバ！! 

研究部が担当して、県内全域を対象に、夏

鳥調査を実施します。 

5月 10 日から7月 10 日までの間に、県内

で観察された野鳥の種名と観察地を、 6月号

に同封されている夏鳥調査はがきに記入して、 

お送りください。 

今回の夏鳥調査の注目種はサシバです。秋

の渡りで良く見られるサシバですが、1985年

から 1990 年までの第一次県内野鳥分布調査

夏鳥の部では、25, 000分の1地形図を4分割

したメッシュで、19メッシュ確認されていま

す。 

第一次調査から10年がたち、サシバが繁殖

する里山とその周囲の自然環境は様変わりし

ました。オオタカと比べて繁殖に対する注目

度の低いサシバの今を、調べましょう。 

（小荷田行男） 
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1月22日（日） 狭山市 入間川 
	、 

参加】19名 天気】快晴 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ オカョシガモ

オナガガモ ホシハジロ トビ ノスリ チョウ

ゲンボウ イカルチドリ イソシギ キジバト

ヒメアマツバメ カワセミ コゲラ ヒバリ キ

セキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ビン

ズイ タヒバリ ヒョドリ モズ ツグミ ェナ

ガ シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダ

カ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ オナ

ガ ハシボソガラス ハシブトガラス ql種）41 

種の鳥が見られたのになんとなく物足りない。全

体的に個体数が少ないせいだろうカ、特に冬鳥は

数も種類も少ない。よかったのは、久しぶりにセ

キレイ5種が勢揃いしたこと。中でも近くで見ら

れたビンズイがきれいだった。 

2月4日（土） 狭山市 智光山公園 

参加】51名 天気】日青 
	ノ 

カイツブリ カワウ コサギ マガモ カルガモ

コガモ オカョシガモ ヒドリガモ オオタカ

キジバト ヒメアマツバメ カワセミ コゲラ

キセキレイ ハクセキレイ ヒョドリ シロハラ

ツグミ ェナガ ヤマガラ シジュウカラ メジ

ロ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシ

ボソガラス ハシブトガラス（28種）当公園初の

探鳥会は、51名の参加を得て盛況のスタート。と

ころが、「冬鳥が少ない」というこの冬の状況は、 

当地も例外にはしてくれず、田現種は28種にとど

まった。それでも、釣堀の柱に止まったカワセミ

を全員がゆっくり観察できたほか、池のカモ類も

間近に観ることが出来た。初めて当公園にお出で

になった皆さんにも、探鳥地としての魅力を充分 

ご理解いただけたことと思う。 	（石光 章） 

 

2月5日（日） 嵐山町 菅谷館・都幾川 

 

 

参加】76名 天気：晴 

 

 

	ノ 

  

カワウ ダイサギ アオサギ オオタカ ノスリ  

チョウゲンボウ イカルチドリ クサシギ キジ

バト カワセミ アオゲラ アカゲラ コゲラ

ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキ

レイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ツグミ ウグイス ェナガ ヤマガラ シジュウ

カラ メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ

カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（37種）冬晴れ

の絶好の探鳥会日和。地元「比企里やまの会」等

からの参加者もあり、総勢76名。下見では出現し

なかったアカゲラ、チョウゲンボウやカラ類の混

群に大はしゃぎ。久し振りににぎやかで楽しい探 

鳥会だったのでは。 	 （後藤康夫） 

2月5日（日） 北本市 石戸宿 

参加】41名 天気：晴 

カワウ トビ オオタカ ノスリ キジ オオバ

ン キジバト コゲラ セグロセキレイ ヒョド

リ モズ ルリビタキ ジョウビタキ ウグイス

ツグミ ェナガ ヤマガラ シジュウカラ メジ

ロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ

ベニマシコ シメ スズメ ムクドリ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（29種）開始直後にふれ

あい橋でルリビタキが出現し、大騒ぎだった。高

尾の森近くのハンノキにノスリの若鳥が止まり、 

lOmほどの近距離から全員でじっくり観察するこ

とができた。青空をバックにオオタカが帆翻し、 

湿地ではベニマシコが飛び回っていた。出現鳥は

少なくても楽しい一時を過ごせた。 （岡安征也） 

2月5日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】43名 天気】日青 	ノ 

カイツブリ アオサギ マガモ カルガモ コガ

モ オナガガモ オカョシガモ キジバト カワ

セミ コゲラ ハクセキレイ タヒバリ ヒョド

リ モズ ジョウビタキ ツグミ シジュウカラ

メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラ

ヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシ

ブトガラス（26種）北風が吹き、この冬を象徴す

るかのような寒い1日。風を避け、斜面林を回る

コースを歩く。数は少ないが、ある程度の1酵取） 

冬鳥を楽しむことができた。確かに、この冬は冬

鳥が少ない。来冬はたくさんの鳥たちを見たいと 

願うばかりである。 	 （手塚正義） 

	ノ 
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/2月11日（土、休） さいたま市 大宮市民の森 

参加【 60名 天気】快晴 

カイツブリ カワウ ゴイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ オナガガモ 

シビロガモ ホシハジロ オオタカ コジュケイ

バン オオバン タシギ キジバト カワセミ 

コゲラ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレイ

タヒバリ ヒョドリ モズ ツグミ ウグイス

シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ

アオジ オオジュリン カワラヒワ シメ スズ

メ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラス  

(39種）暖かい日。期待して開始するが、鳥影が

少ない。今年は冬鳥が少ないねと話し合う声が耳

に入る。下見の時、数が少なかったことが頭をよ

ぎる。気を取り直して芝川沿いに出るとカワセミ

が出現。助かった。カワセミ君ありがとうと心の

中で手を合わせる。それからは順調に出現し、ク

イナは残念だったが、鳥合わせをしてみると39種

を数えた。 

2月12日（日） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

 

参加】50名 天気】日青 

 

	/ 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ オカョシガモ

ヒドリガモ オナガガモ ハシビロガモ ミコア

イサ カワアイサ ミサゴ トビ ノスリ チュ

ウヒ ハヤブサ タゲリ ハマシギ セグロがE 

メ シラコバト キジバト ヒバリ ハクセキレ

イ ヒョドリ ジョウビタキ ツグミ シジュウ

カラ ホオジロ スズメ ムクドリ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（35種）朝から風が強く、 

状況を説明してから下宮橋を渡る。谷中湖は干し

上げで鳥影は遠い。カモ類、アオサギ、ダイサギ、 

コサギやカモメ、カラスやカワウが湖底の泥の上

を歩いている。すり鉢状の底から見る周りのコン

クリート護岸は、野鳥たちにどう映るのカ、それ

でも水脈筋にミコアイサが目立つ。足早に谷中湖

を抜けて鷹見台まで歩くも、風が強くワシタカの

出現も少なし、 それでも頭上にミサゴが飛び、土

手から2m前後の空中にノスリが羽ばたきもせず

止まっていた。観察は35種と、ちょっと寂しかっ

たけれど、これも渡良瀬の姿だ。 （内田孝男） 

2月12日（日） 熊谷市 大麻生 
	、 

参加：20名 天気】U青 	ノ 

カワウ カルガモ トビ オオタカ ノスリ チ

ョウゲンボウ キジバト コゲラ ヒバリ ハク

セキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ツ

グミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ カシラダカ ミヤマホオジロ アオジ カワ

ラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス（27種）冷たく強い風が吹き

すさぶ朝になった。風を避けて野鳥の森へのコー 

スをとった。土手に出るとモズが随所で見られた。 

この場所はモズにとって餌とりに打って付けの環

境なのだろうカ、 ほぼ一年中見られる。森の中に

入ると、けたたましいノスリの鳴き声が聞かれた。 

そして河原では梢に止まっているところをじつく

り観察することができた。枯れ木のクヌギ林では

樹冠をツグミが飛び交っていた。ようやくその数

が増えてきた。最後に前回の探鳥会とほぼ同じ場

所でミヤマホオジロが出て、皆を楽しませてくれ 

た。 	 （中里裕―) 

2月15日（水） 戸田市 彩湖 
	、 

参加】50名 天気：晴 

 

	ノ 

カイツブリ カンムリカイツブリ カワウ ゴイ

サギ アオサギ カルガモ ョシガモ キンクロ

ハジロ ホオジロガモ ミコアイサ バン オオ

バン イソシギ ユリカEメ セグロカEメ キ

ジバト コゲラ ヒバリ ハクセキレイ タヒバ

リ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ ウ

グイス シジュウカラ アオジ カワラヒワ シ

メ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス

ハシブトガラス（34種）朝から風もなくて暖かい。 

池の周りでバン、オオバン。湖に出るとカンムリ

カイツブリが。中には夏羽に変わり始めた個体も。 

釣堀の林や草原では、シメ、ジョウビタキ。再び

湖に出てョシガモ、ミコアイサを見る。 1月と同 

じような状況で解散地へ。 	（倉林宗太郎） 

坂東大橋探鳥会 
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この冬の北海道の思い出は、ホオジ 
ロガモのイナバウアー（藤掛保司） 

r 連絡帳 

●渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地に 

「渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会 

（代表世話人高松健比古一本会栃木県支部長）」 

からの呼びかけに応えて、「渡良瀬遊水池をラム

サール条約登録地に」署名運動に、当支部は取

り扱い団体として参加することを、 4月 16 日 

（日）の役員会で決めました。 

趣意書と要望書（署名簿）は、支部のホームペ 

ージからダウンロード、巨陽りできるようにしま

した。あるいは、支部事務局にご違孫各いただけ

れば、郵送も致しますh 署名の済んだ用紙は、 

内田孝男（' 

送りください、内田幹事が当支部の取りまとめ

役を担当しています。 

当面予定している署名活動期間は1年間。 

230種以上、その内絶滅危恨種25種の鳥類を育

んでいる貴重な湿地の保全に、どうかご協力を

お願いします。 

●吉野川河口の自然を守るための団体署名に

参加 

本会徳島県支部から、吉野川河口の自然環境  

を破壊する「四国横断自動車道・吉野川渡河橋」 

のルート変更について、団体として署名を求め

る呼びかけが届きました。 

これも4月 16 日（日）の支部役員会で検討し、 

「生き物たちのゆりか白 と言われる干潟の重

要陛を考え、国際的に重要な湿地である吉野川

河口域の生態系を保全するために、埼玉県支部

として団体署名することにして、徳島県支部に

そのことを伝えました。 

詳しいことは、支部ホームページでご覧いた

だけるようにしてあります。 

●事務局の予定 

6月 3日（土）編集部・普及部会議。 

6月 10 日（土） 7月号校正（午後4時から）。 

6月 17 日（土）袋づめの会（午後 3時から）。 

6月 18 日（日）役員会（午後4時から）。 

6月 25 日（日）支部総会（詳しくは行事案内欄を 

ご覧ください）。 

●会員数は 

5月1日現在2, 297 人です。 

活動報告 

4月8日（土） 5月号校正（海老原美夫・大坂幸

男・藤掛保司）。 

4月 16 日（日）役員会（司会：大坂幸男、各部の

報告・署名活動・関東ブロック協議会の会場

と日程・その他）。 

4月 20 日（木）5月号を発送（倉林宗太郎）。 

編集後記 

渡りのシーズンということで、少し早めに出

勤して職場の構内で観察していたら、ムシクイ

類の他に久々にキビタキ子を見られた。早出は

三文の得。こう書くと、どんな職場だといぶか

しがる方もあるだろうが、敷地が広くてツミが

繁殖したこともあるという恵まれた環境なの

だvC). (Moto) 
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